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熱水力ロードマップの課題

基幹テーマ課題の提示／整理

• 例：高経年化（材料）、高燃焼度（燃料）等

• 安全上の重要性・必要性

• 解決されるべき共通的課題

• 産官学による課題の実施

RMに基づいた個別実施課題の整理

• 基幹テーマ課題に付随する具体的課題
課題の提案

課題毎にタスクグループで実施など

• ニーズとシーズのマッチング
開発条件と研究サイクルの整合など

• 予算獲得の筋道の明確化
安全基盤研究WGなど

1) シビアアクシデント

• 性能と規制の世界標準化対応

• 新型軽水炉設計と
現行炉AMの高度化

2) スケーリング
• BE、CFD、３次元２相流
解析手法のV&V

BEPUの規制導入等の基盤

• 参照データ不足領域への
外・内挿

新型機器設計の確証

BE & BEPUの精度確証

考慮すべき主要課題
（現行炉、新型炉の共通課題）

（例）次次ページ
基礎基盤研究との整合性

境界領域、他分野の包含

人材育成の可能性

共通した
特徴

（注） プラント改良技術 など、
他のくくり方も、要検討
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改訂
o 定期的実施
o システム化 ローリング

①導入シナリオ

②技術マップ

③ロードマップ

技術戦略マップ

①研究開発を世の中に出
していくための施策

②技術の到達点に立脚し、
課題解決に必要な研究・
技術開発を絞り込み

③実施課題を時間軸上に
マイルストーン展開

……
………
……

予算措置 等
・安全研究
・開発研究
・研究基盤の整備

規格・基準の整備

技術戦略マップの策定と展開

炉利用の高度化
（出力向上）

原子力学会ロードマップ
（ H16年度版 ）

最新知見の反映

オーソライズ

社会的ニーズ

研究・技術開発
の進展

• 学会発表
• セミナー

報告

原子力安全基盤小委員会

参考

広報

・次世代軽水炉

・炉利用の高度化

・安全性の向上

・リスクの低減

報告

意見

パブコメ等

実施

意見

• 学会発表
• セミナー
• 委員会
• ＠

成果

報告

１回SWG再録
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安全研究計画策定の手順とロードマップ安全研究計画策定の手順とロードマップ（（1/21/2））
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安全研究計画策定の手順とロードマップ安全研究計画策定の手順とロードマップ（（2/22/2））
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進め方のイメージ（案）
ロードマップのローリング（実施の統括）

• 年１度（担当幹事）

• 熱水力RM全体のローリングと改訂

• 個別課題の進捗のモニター、新規提案、終了確認

• 部会報告、外部発信や安全基盤研究RMへの提案・調整

ワーキンググループ

サブWG１

（シビアアクシデント）

サブWG２

（スケーリング）

サブWG３

（プラント改良技術など）

個別課題の実施

• 年に複数回（担当幹事）

• 計画の実施・改訂

• RM改訂の提案

• 新規課題の提案

個別課題の実施

• 年に複数回（担当幹事）

• 計画の実施・改訂

• RM改訂の提案

• 新規課題の提案

個別課題の実施

• 年に複数回（担当幹事）

• 計画の実施・改訂

• RM改訂の提案

• 新規課題の提案

進捗の報告と諸提案

実施のガイド 実施のガイド 実施のガイド

サブワーキンググループでの議論を踏まえ、あらためてワーキンググループで議論
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P 高温高圧二相自然循環炉

2008 09 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20
熱水力開発・安全関連技術 導入シナリオのまとめ

B 気水分離特性

チムニー内流動

新型炉

開発・
設計

事例規格化
安全性と
信頼性の
確保・向上

運開建設許認可詳細設計

基盤の
確保・
整備

25 30
産 官 学

学協会

現行炉

炉利用の
高度化

P+B BEコード＋統計手法、CFDの導入
新型炉
現行炉
の

共通課題

P+B ストレーナ閉塞

国民の理解獲得に必要な知識（情報）基盤の検討と整備

技術の継承と発展に必要な研究・開発・評価の能力を備えた人材の継続的養成 （急務）

研究基盤施設（LSTF、THYNC、等）の維持・活用と廃止決定法を含む在り方の検討

技術評価プロセスに関する検討、産官学協力の在り方に関する検討、指針の体系化に関する検討

P+B 火災影響評価（火災PSA評価法確立）

基本設計概念設計概念設計 検討ＦＳ

炉 規 制 国 際 動 向
ＭＤＥＰ、OECD/WGRNR等 P+B 規制高度化 パッシブ安全系、世界標準（シビアアクシデント等）対応など

海外展開海外展開 US-APWR、AP1000、ABWR、ESBWR 等

出力向上の導入
（H16版RM参照）

米国の標準設計認証（DC）等への対応、など

P+B 高燃焼度

B RIA過渡ボイド、Post-BT、柔軟運転サイクル

B  流力振動、 炉心安定性、Post-BT
P+B  流量計精度保証など、 RISA

B ガス燃焼
（注）
役割分担（色分け）
およびカッコ内は、
関与者の表示まで

（協官）

（産官学）

（産官）

（官産学）

（官産学）

（産官学） （協官）

（官産）

（協学官）

（学産官）

（官産）

（協官）

P 加圧熱衝撃時の高精度熱水力解析 （官産学）

次世代軽水炉
（国プロ）

次世代軽水炉
（国プロ）

自然循環炉自然循環炉

非凝縮性ガス対応非凝縮性ガス対応

シビアアクシデント
対策

シビアアクシデント
対策

出力向上出力向上

燃料高度化燃料高度化

安全解析手法の
高度化

安全解析手法の
高度化

事故後長期冷却事故後長期冷却

人材人材

知識知識

施設施設

制度制度

火災火災

高経年化高経年化

炉心健全性炉心健全性 B Post-BT, RISA （官産学）

新型炉新型炉

B 省ウラン（スペクトルシフト燃料）

B 大型燃料（170-180万kW）

P 先進安全系（SG積極減圧）

B 先進安全系（シビアアクシデント対策など）

P 静的シビアアクシデント対策(IVR等)

現実的ｿｰｽﾀｰﾑ評価など

解析評価手法 （官産学）

（協官）

ヨウ素挙動、水素挙動、FCI、MCCI

（官産学）

（官産学）

１回SWG再録
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